
●講義の概要
　ナレッジ・マネジメントとは、簡単に言えば、企業の日常
業務活動を反復的に遂行する中で生まれてくる「気づき」や「目
のつけどころ」あるいは「立ち居振る舞い」を、組織の中に
定着させることを目的とする経営管理活動の一側面を指しま
す。もちろん、経験を通じて蓄積されるノウハウや着眼点が
生まれる背景には、自立性や自発性が深く関わっています。
言い換えれば、「上司や組織から守ってもらっている」という
POS（認識された組織の支援）が不可欠であるとともに、
OCB（組織市民行動）のような自発的行為が推進力となります。
そのため、ナレッジ・マネジメントでは、コマンド（命令）
やコントロール（統制）というよりも、「現場を温かく見守る」
や「失敗しても尻ぬぐいをしてくれる」などのニュアンスの
マネジメントが重要になります。さらに、新しいマネジメン
トの方向性は、現場任せではなく、科学的あるいは体系的に
現場の自発性を生み出すように方向づけるというタイプのマ
ネジメントと言えます。このようなナレッジ・マネジメント
の基本的な考え方を紹介し、検討するために、本年度は、上
田泰編『従業員と顧客の自発的貢献行動』多賀出版を輪読し
ます。なお、日常業務活動を通じた経営革新の道筋を探ると
いう狙い（と講義時間数の関係）から、新製品開発や技術革
新などの研究開発活動における「知的資産管理」は取り上げ
ないので、留意して下さい。

●講義の到達目標
　「ナレッジ（知識）は日常業務活動の中に埋め込まれている」
という考え方を説明した上で、組織における知識活用を実現
するための組織的努力のやり方についての理解を深めること、
そのための方策を探るための手がかりを体得することを到達
目標とする。

●講義計画
第 1 回：導入
第 2 回：POSを考える。
第 3 回：コミットメントを考える。
第 4 回：正統的周辺参加を考える。
第 5 回：上田泰編『従業員と顧客の自発的貢献行動』多賀出

版を読む（第1章）
第 6 回：同書を読む（第2章）
第 7 回：同書を読む（第3章）
第 8 回：同書を読む（第4章）
第 9 回：同書を読む（第5章）
第10回：同書を読む（第6章）
第11回：同書を読む（第7章）
第12回：同書を読む（第8章）
第13回：同書を読む（第9章）
第14回：同書を読む（第10章）
第15回：まとめ

●成績評価基準と方法
　講義における質問や討論への参加度、出席状況などをもと
に総合的に評価する。

●テキスト又は参考文献
テキスト　上田泰編『従業員と顧客の自発的貢献行動』多賀
出版　2015

●受講上の留意点
　受講生の積極的な参加を望む。
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●講義の概要
　会計が作り出す会計情報の中核は、貸借対照表、損益計算書、
キャッシュ・フロー計算書などの財務諸表である。つまり、
財務諸表は、企業の活動状況を写し出す写体であり、会計は
まさにこの写体を作り出す写像技法である。
　財務諸表の基本形態は、個別企業の諸表である。有効な企
業分析への道は、個別企業の財務諸表つまり個別財務諸表を
マスターすることである。

●講義の到達目標
　財務会計の理論的知識と実務的技法の修得を目指す。企業
会計は、現在、国際化と情報化の波にのみ込まれ、日々急速
な変化を遂げている。このような変化に対応するため、財務
会計分野における重要事項を学び、最新の知識と技法を身に
つける。

●講義計画
第 1 回：会計の歴史
第 2 回：会計処理手続の全体像
第 3 回：財務会計と管理会計
第 4 回：帳簿式手作業会計とコンピュータ会計
第 5 回：コンピュータ会計による財務諸表の作成
第 6 回：コンピュータ会計による財務諸表の分析
第 7 回：貸借対照表の構造
第 8 回：貸借対照表の分析
第 9 回：損益計算書の構造
第10回：損益計算書の分析
第11回：キャッシュ・フロー計算書の構造
第12回：キャッシュ・フロー計算書の分析
第13回：株主資本等変動計算書の構造と分析
第14回：課題発表と質疑応答（1）
第15回：課題発表と質疑応答（2）

●成績評価基準と方法
　出席状況、報告内容およびレポートなどをもとに総合評価
する。評点配分は、次の通りである。
　報告内容50点、レポート50点（合計100点）
（注）出席回数が 3 分の 2 以下のときには、D評価とする。

●テキスト又は参考文献
〔テキスト〕
開講時に指示する。
〔参考文献〕
授業中に適宜指示する。

●受講上の留意点
　会計法規集や六法全書の会計規定に目を通す習慣を身につ
けてください。
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